
－106－
『舞踊學』第38号　2015年

タイトルを「協働する共同体へ―民俗芸能を復
興する/させる方法の可能性－」と変更させてい
ただきました。今日ですね，先ほどの懸田さんの
話を聞いて自分の発表を止めたくなってしまいま
した。数年前，震災の割と直後ですね，民俗芸能
学会で懸田さんと一緒に報告しました。その時，
私はまさに今の懸田さんみたいな感じでものすご
く切迫していて，半分くらい怒っていたと思いま
す。生意気な言い方で申し訳ないんですが，「あ，
似てる」と思ってしまいました。情報を本当によ
く集めてこられて，こういう風にここまで進めて
こられたんだなと知って，非常に感銘を受けてい
ます。

民俗芸能の意義ですよね。岩手県においても今
からお話ししますけど，全く変わりません。だけ
ど，福島では私が岩手県でかつて数年前に駈けず
りまわってきたような段階が今もまだ続いている
ということを改めて実感しました。原発のことが
決定的なんでしょうけども，より困難な状況に対
峙しているということを思い知らされたわけです。
それでも新しい動きがあるということは，少しで
も救われる部分があると思います。

思うんですけど，私たちみたいな民俗芸能学者
は蠅だと思っています。普段私たちは地域の芸能
に寄ってたかって何の役にも立たない，たかって
論文を書いて就職して，博士号を取って本を書い
て偉くなって，という寄生虫です。それはそれで
良いと思うんですよ，別に相手にも迷惑をかけて
いなければ。私たちは，蚊とか虻ではないので，
刺さない。鬱陶しいだけですから，追い払えば良
いわけです。どんどんどんどん飛び回っている状
況ですから，地元がよろしくやっている時には関
係ない。だけど，後継者難とか震災とか極端な何
か問題があって地元の人たちだけでは解決できな
い状況があった時に，そのために媒介したり，い
ろんな情報をつなげたりできるんだと思うんです
ね。今まで食い物にして生きているんだから，そ
ういう時くらい返せよと強く思っています。

各種の助成金を仲介するようなこともやってい
たんですけど，被災している方々の人間関係が難
しくて，なかなか仲良くしていただけない場合も
あって。支援するにもできなくてという状況で，
虫歯ではなくストレスで歯が痛んで，結局抜いて
しまったんですけども，それでも我々がしている

仕事って普段は芸能にたかって論文を書いている
寄生虫なので，こういう時ぐらいやれることがあ
るだろうと強く強く思っていたんですね。今では
福島より状況が前に進んでいますので，ちょっと
落ち着いていたんですけど，今の懸田さんの話を
聞いてなんか興奮してしまっていて，すみません。

『震災と芸能――地域再生の原動力』と協働
今日の報告の内容ですけど，東日本大震災の発

生した当時は，盛岡大学にいました。岩手県の文
化財保護審議会の民俗担当の委員でした。岩手県
の沿岸部に伝わる非常に多くの民俗芸能団体を支
援する活動をしていました。当時は助成金を仲介
する作業です。私はいろいろな人たちに「打ち出
の小槌」とか「現金輸送車」とか，不愉快なとい
うか，ありがたい名前をつけられましたが，もう
それでも良いと思って，それだけでやってきまし
た。それから数年経って，いくつかの民俗芸能に
非常に深く関わって「協働」とでもいうべき新し
い状況が生まれています。自分自身がやってきた
ことを振り返りながら民俗芸能を復興させる方法
の可能性はどういうものなのかなと考えたいと思
います。

私の論文はややこしいとよく言われるんですが，
『震災と芸能――地域再生の原動力』という私の
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本はいろんな人に呼びかけるためだけに書いたア
ジビラ集なので，すごく分かりやすいです。最
近，岡部隆志さんっていう古代文学者で民俗学者
の方が『日本文学』で書評をしてくださって。シ
ンポジウムのテーマが「研究の現在」ということ
で，これが今日一番言いたいことなんですが，「興
味深いのは，それらの課題に取り組むときの，大
学の教員である研究者が地位や役割をめいっぱい
利用しながら，場合によっては，悪用しながら一
方で，研究者としての学問的装いを外してしまっ
ている著者のその身の処し方である。例えば，著
者の努力は，公的機関と掛け合って神楽復興のた
めに公的資金をいかに獲得するかということに費
やされる。」と書いておられます。じっさい，こ
の手のお金は割と得意なので。
「一方で，神楽実演の機会を作る」というプロ

デューサーみたいなこともしていました。「これ
らは芸能研究者としての学問的知見を踏まえて行
動するということではなく」，研究者として何が
できるかっていう話でもありません。今日に至る
まで，そんなことは一度も考えたことがありませ
ん。研究者であるということをどれだけ道具とし
て彼らに役に立つように，資源として活用できる
かということしか考えませんでした。それは，そ
う働いていてくれと求められていたからです。私
はボランティア精神なんてないので，言われたこ
とをやるというサンドバックのような感じで動い
てきました。書評では「制度を利用しながら制度
にとらわれない現場での柔軟な姿勢」ということ
を書いてくださっていますが，こういう研究のや
り方もあるのかなと私は思っています。

先ほどの懸田さんのお話で，請戸地区の田植踊
の話がありましたよね。2014年６月７日にＮＨＫ
で「あの舞をもう一度―原発事故と民俗芸能―」
という番組がありました。懸田さんがプロデュー
スというか監修なさっているんですけど，あの中
で経緯が出ています。あれで素晴らしいと思った
のは，仮設住宅に元の神様を呼び込み，祭りを再
開させるという計画を懸田さん自身も客観的な観
察視点ではなくて，はっきり仕掛けているわけで
すよね。学者からいろいろクレームもあったとし
ても，学者はそういうことを言う連中ですからね。
何が必要なのか，何が求められているのかってい
うことで，先ほど懸田さんはつなぎとしてと，ちょ
ろっとおっしゃっていましたけど，あくまでつな
ぎです。だけど，私もそういうことをしないと続
いていかなかった時，できることを全部しようと
思っていたので，同じようなことを考えてる方が
おられるんだなと思って，気持ちが高ぶったわけ
です。

私は岩手県の沿岸部で仕事をしてきたんですが，
民俗芸能は地域社会が地域社会として成立するた

めに欠かせない精神的な支柱であり，生きる人々
にとって気高いものとして存在しています。それ
は懸田さんが最後におっしゃったことと一緒です。
福島だってどこだって誰だってそうだと思うんで
すけども，同じことです。無形民俗文化財として
保存するとか，はっきり言って，そんなくだらな
いことよりも人々の生きがいとか楽しみ，やって
いる人の生きがい，見ている人の楽しみとして受
け入れられていて，地域社会に育まれているって
いうよりも地域を作りだしているということを，
私は芸能研究者なんですけど，むしろ震災の中で
初めて教えてもらった気がするんですよね。

だからこそ東日本大震災以降，甚大な被害を
受けた沿岸部において，ここまで何もなくなっ
て，それでも芸能をやっているわけです。はっき
り言ってやせ我慢だし忘れるためだったりします。
もちろん鎮魂や供養という役割が再認識されたこ
とも事実なんですけど。自分の身に添わない言葉
ですが，民俗芸能は地域社会を維持する絆かもし
れません。そして，地域社会に挽回できないよう
なとんでもない亀裂が入った時に，それをなんと
か縫い合わせて，傷ついた社会をもう一度再生さ
せる最初の一撃として演じられていると強く感じ
ています。

やってきたことは３点です。震災後，本当に自
分でも思い出せないくらいいろいろな活動に従事
してきました。パソコンが壊れてしまったので記
録も何もないものが多くて，いったい何団体と付
き合ったのか分からないですね。100どころでは
ないんですけど，そういう作業をしてきたことの
最初は，用具や装束を購入する資金を助成する。
そして，そうした資金を仲介する作業です。日本
財団とかユネスコとかナショナルトラストとかで
委員の仕事をしました。俵木さんが関わっている
企業メセナとかは，助成金の申請書を代筆しまし
た。

漁師さんとか，慣れていないですから。書類を
書けばお金がもらえるなんて，普通のまともな人
間は分かりませんから。書類を書けばお金がもら
えることなんて，研究者くらいしか知りませんか
ら。良くないことなんじゃないかと真顔で聞かれ
たこともありましたが，大丈夫だということを説
明しました。要は何もなくなってしまったから欲
しいって言うだけなんですけど，それじゃあ通ら
ないですよね。だからコミュニティの結束の象徴
として，とか鬱陶しい言葉を私たちは書かなけれ
ばいけない。それは得意ですから，それをしました。

２番目は，だけどそれでお金がもらえて道具を
買えたりすると，沿岸部の人たちって大きな家に
住んでいたんですけど，流されて仮設に入ってい
るので家は狭いです。だけど人間ってなかなかそ
の空間に慣れているので分からないんですよね。
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自分たちでも「馬鹿だな。」と言っている人たち
もいましたけど，でっかい太鼓とか「どこ置く
べ。」って話になって，用具とか装束を保管する
場所がない。また，岩手の冬は寒いので外で練習
もできない。「じゃあ空間が必要だ。」ということ
になって，あたふたと今度は県に掛け合ったりし
ました。

３番目が当事者の雇用です。人間がやっている
わけですから，例えば仏像とか埋蔵文化財とかと
違って生きているので。仏像って首がちぎれたら
首をつないで，塩漬けになったら脱塩処理して，
カビが生えたら取れば良いだけですから。そのあ
と仏像を学校にやったり，就職を世話したり，お
見合いをさせる必要はないです。だけど人間なの
でしないといけない。そういうことをしないと，
民俗芸能を支える状況を作れないんです。

でもそれは研究者ができることを遥かに超えて
います。イオンとかを誘致する能力はないですよ
ね。じゃあどうするかということですね。「研究
の現在」ということで，今日一番お話ししたいの
は，当事者が部外者を参加させて民俗芸能を協働
するということです。これから協働する可能性っ
ていうことをお話しします。

川原祭組の復興
友人から言われて，当時勤めていた盛岡大学の

新入生向けの授業で呼びかけました。つまり３月
11日の時に高校生だった子たちですね。沿岸部出
身の学生も地元にいたでしょう。みなさんも記憶
にあると思いますけども，高校３年生の春休みっ
て，友達と最後の時間を過ごしますよね。２度と
そのメンツで遊べないかもしれないと思って。入
学前教育とか言ってワークブックをやりとりして
いた子が亡くなっていたというケースが盛岡大学
でもあって，だから，震災を経験している子がい
ると思って，大教室で呼びかけたわけです。情報
を提供してくれと言ったらこういうのが出てきま
した。

陸前高田市出身です。高田町の，川原祭組で
秋葉権現の獅子舞をしていました。頭が流さ
れたか，壊れたはずです。地元の人間は探す
余裕がありません。助けて下さい。

出席カードに書いているんですね。はっきり
言って怖かったです。みなさん，出席カードに「助
けて下さい。」って書かれたことはありますか？
　かなりドキドキします。しかも，よく見ると，「高
橋裕之」って私の名前を間違って書いているんで
すよ。まあ，多少はしょうがないと思って，事情
を聴きました。ぎょっとして，突き刺されたよう
に感じたので，とにかく話を聴いてそこから始ま

りました。経緯は全部省略します。
彼女のお父さんは川原祭組の中心メンバーだっ

たので，その方を通していろんなやりとりをしま
した。最初は躊躇しておられたんですけど，お目
にかかって，お話を伺いました。川原祭組の会長
さんがおっしゃったことですが，川原地区もたく
さんの方が亡くなりました。隣の地区は実に80％
の方が亡くなりました。想像していただいたらわ
かると思うんですけど，10人の友達のうち２人し
か生き残っていないという異常な状況ですよね。
それを考えると本当にたまりません。「もう一緒
に暮らすことはできない。町内会も解散した。失
われた地域をそれでも失くさないための最後の砦
がお祭りなんだ。だから，どんなことがあっても
やる。」会長さんはそう言っていました。

私は民俗芸能を研究してきましたけど，民俗芸
能にそんなに力があるんだと初めて気づいたかも
しれません。最初は，衣食住も整っていないのに
そんなことをいうのはどうかな，不謹慎なのでは
ないかなと普通に思っていたんですけど，それは
間違いで，地域社会を再建してから始めるような
ことではなくて，地域社会を再建するためにまず
やらなきゃいけない，第一歩なんだということで
すね。

つまり，地域社会が存在するから民俗芸能が演
じられるというよりも，民俗芸能が演じられるか
ら地域社会がそこに生まれるということです。特
に沿岸部は何十年かに一度とんでもないことが起
こりますので，土地は儚いです。確かなのは，絆
というと薄ら寒いですが，人のネットワークです
よね。沿岸はすさまじくネットワーク社会だと思
いますけど，そのネットワークは，芸能とか遊び
とか漁業とか，漁師さんたちが送っている日常生
活とか，そういうことを介して，人々がいろんな
形で重層的につながれていく。そして，そのこと
によって地域社会が作られていくわけです。

私がやったことですが，あとはひたすら代筆す

「助けてください。」
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ることでした。最初は，俵木さんが関わるように
なった企業メセナだったんですけど，川原祭組が
提出する書類を全日本郷土芸能協会の小岩秀太郎
さんと一緒に作りました，話を聞いて。よく知ら
ないですが，うまくは書けますから。あとはこれ
をカットアンドペーストで地名だけ変えて，どん
どんどんどん作りました。だから「現金輸送車」
とか「打ち出の小槌」とかいろんな方に言ってい
ただいたんですけども，ちょっと悲しかったんで
すけどね。こういうようなことをずっとやってき
ました。

結局そこで分かったのは，この時点で一番重要
なことは，まだ十分に支援されていない民俗芸能
団体に関する最新の情報を迅速に把握して，一方
で各種の助成金が描き出している支援事業の全体
像を把握する。そして，そのマッチング，より良
い組み合わせを作り出していくことでした。例え
ば，10万円しか支援しないところに山車が欲しい
と言っても意味がないですよね。だけどちっちゃ
なお金が必要なところもある。それをできるだけ
マッチングするような，一人システムみたいにな
ろうと本気で思ってですね，そういうことをずっ
とやっていました。だから論文を書いているよう
な暇なんて一秒もありませんでした。そんな馬鹿
げたことを，と本気で思っていました。一応研究
者なので，ちょっと後悔していますけど。こうい
うことをしたのが第１段階でした。

第２段階は場所の話です。川原祭組に関してで
すが，川原会館がなくなって，その後「多目的会
館どっこい所」という奇妙な名前の施設ができま
した。高台移転のためのかさ上げ事業が急ピッチ
で進んでいて，これもまもなく取り壊されます。
その近くには，川原祭組の中心メンバーだった消
防団員の若者たちが亡くなったため，彼らを供養
する自前の祭壇が設置されていますが，これも撤
去されることになります。

場所を支援するということについて言えば，私
は岩手県のNPO国際文化課というところで１億
円規模の事業の制度設計を手伝いました。8000万
円予算を取って，70パーセントの助成ができない
かと思ったんですけど，２分の１の助成しかでき
なくて悔しい思いをしました。要するに，半額は
自分で出して，残り半額を支援するということで
すね。でも本当は10分の10が良いです。全額欲し
いに決まっています。だけど税金なので，なかな
か難しいということですね。そういうことを手が
けたりしていました。また，私が手がけたわけで
はないですが，各種のボランティア団体，ピース
ウィンズ・ジャパンとかいろんなところが関わっ
て，基本的に川原祭組のメンバーのニーズに合う
ような形でいろんなことが進んでいきました。

鵜鳥神楽の協働
一方で，鵜鳥神楽という民俗芸能があります。

当時，私は岩手県文化財保護審議会の委員だった
んですけど，岩手県無形民俗文化財として指定す
る時の報告書を作成しました。岩手県沿岸部の民
俗芸能で，岩手県無形民俗文化財に指定されてい
るのは多くありません。調査報告もほとんどあり
ません。どこに何があるのかもほとんど分かりま
せんでした。

鵜鳥神楽は大変有名な団体なんですけども，巡
行ということをしまして，神楽宿を訪問していき
ます。これは全国的に見ても奇跡的なあり方で，
黒森神楽と一緒に国の記録作成等の措置を講ずべ
き無形文化財にも選択されています。私はこの鵜
鳥神楽を岩手県無形民俗文化財に指定するプロセ
スに関わりました。そして最近，ようやく国の重
要無形民俗文化財に指定されました。一番右端は
私です。久慈と釜石の間を１年ごとに巡行してい
くということは，今日考えられないようなとても
広大な信仰圏があることを示しています。

鵜鳥神楽も被災しました。神楽衆１人が亡く
なって，１人がお宅を流されました。それ以上に
鵜鳥神楽が巡行する沿岸部の村々が壊滅的な被害
を受けて，神楽宿のいくつかが失われてしまった
ため，神楽が演じられていた場も失われてしまっ
たのです。つまり人間は生きているけど空気がな
い，金魚は生きているけど水がないという状況に
なったわけです。

じゃあどうするかということなんですが，広大
な場をもっと広げるということで，私たちが手が
けたのは鵜鳥神楽の関西公演です。私が大阪の人
間だったということもありますし，恵比寿さんっ
て関西人はすごく好きなんですよね。海の神様
だって誰も思っていなくて，商売繁盛の神様だと
思っているのですが，だから関西人は沿岸部の民
俗芸能が好きに違いない。そう考えて，大阪に来
ていただきました。まさにその通りで，ものすご

重要無形民俗文化財指定調書交付式
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く人気が出て，何度も何度も関西に呼ばれるよう
になりました。しかも，阪神大震災を経験した土
地に寄って。とりあえず懸田さんのおっしゃった
ようにつなぎで，被災地ではできないので遠隔地
に運んで，そこで温存しようということで，恵比
寿さんの本貫地である西宮神社とか，いろんな神
社に奉納しました。私が今勤めている追手門学院
大学とか国立民族学博物館とか，いろんなところ
が呼んで関西につないだのです。

芸能は意識を持ってもらわないと続かないので，
東京都歴史文化財団に掛け合って事業を立ち上げ
ました。新しい神楽宿を内陸に作ったり，家が壊
れてできない神楽宿にお金を入れたりして，支援
してきました。神楽宿って真面目にやると神楽衆
が一泊するんですけど，10万円とか20万円とかか
かります。それでもやりたいんですよね，大事だ
から。神様が来るので。それならば手伝おうと思
いました。でも，それだけでは足りないので，内
陸でも普代村の関係者のネットワークを頼って神
楽宿を新たに作ったりとか，岩泉町の安家にある
旅館にも私が交渉して神楽宿を引き受けていただ
いたりしました。

一方で東京都歴史文化財団の事業の一部として，
普代小学校に働きかけて，午前中に発表した岩澤
孝子さんにも関わってもらって，「子ども神楽宿」
を企画しました。神楽の鑑賞会ではありません。
子どもたちに神楽宿の宿主になってもらって神楽
を招くということで，会場のセッティングとか全
部やってもらいました。そして，終わった後は直
会（なおらい）なんですが，小学校だからお酒を
出すわけにはいかないですよね。牛乳で御祝（ご
いわい）を歌ってもらったりもしました。

また，奈奈子祭（ななこまつり）といって，鵜
鳥神楽の巡行システムを使って，ＪＴＢとも連動
して，被災地に東京とか大阪とかから観光客に来
てもらって，支払ってくれる費用で民俗芸能のイ
ベントを支える仕組みを作りました。実際は「鵜
鳥神楽の神楽宿と普代を訪ねる旅」ということで，
これも私が全部プランニングして，添乗員という
か解説を担当しました。だからノートも何もない
んですよね。調査していないということです。今
は少し後悔していますが。

これは被災地観光ということで，被災地にお金
を落とす仕組みを作らないといけないと思ったの
ですが，微々たるものにすらならないです。もち
ろんご本人たちが消極的だったりするような団
体にこういうことを働きかけたりしないですよ。
やってみたいと言ってくださった団体と一緒に続
けてきているわけですが，とにかく芸能ができる
ような体力を作って，芸能を演じることでコミュ
ニティ自体も元気になれるような状況を作りたい
と思ってやってきました。

被災地に雇用とまではいかなくても，経済的な
収入を一時的にも構築することができないでしょ
うか。北川フラムさんにも言われたんですけどね。
瀬戸内国際芸術祭とか大地の芸術祭，越後妻有
アートトリエンナーレみたいなことができたらい
いんですが，芸能って，皆さんお仕事があります
から，毎日上演するわけにもいかないです。田ん
ぼの中にずっと神楽衆を置いておけないわけです。
それが大きな悩みです。どなたかお知恵がある方
に協力してほしいんですけど。

『身体の構築学』と協働
ここで第３段階です。だけどそうしてやっても

物理的に人がいない。最大の問題は懸田さんのお
話で分かりましたけど，福島の場合，遠くに行っ
てしまったら物理的にそこにいないということで
す。いなくなった人間，亡くなってしまった人間，
移住してしまった人間の代わりはできないんです
よね。どうにも乗り越えられないです。

そこで，というわけでもないですが，私は今，
川原祭組に参加して秋葉権現川原獅子舞に出てい
ます。左端は私です。私だけじゃなくて，私が勤
務している追手門学院大学の学生や聖心女子大学
の学生も参加していて，遠方から通っている支援
者もいます。川原祭組の会長さんはボランティア
という言葉を使いません。ある種のリップ・サー
ビスでもあると思うんですけど，獅子舞をやれば，
お前らはみんな川原祭組の仲間なんだ，というこ
とをおっしゃいます。まさに実践共同体ですよね。
獅子舞をすることによってコミュニティが作られ
る，というようなことを言っているわけです。

私は学生を引率しているんですが，「先生，何
してんですか。」って結構怖い顔をして言われて，

「はい，やります。」と言って練習させられて。今
年も行きます。１年目はあまりうまくできなくて，
とても悔しかったので，２年目は事前に研究室で

秋葉権現川原獅子舞と私
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ビデオを見ながらかなり練習して，かなりうまく
なって行ったので，獅子舞の頭をさせてもらいま
した。おそらく史上最高齢でやったんじゃないで
しょうか。こういう関わり方が結果的にできたと
いうことです。もちろん最初からそんなことを考
えていたわけではないですよ。

先ほどの鵜鳥神楽でも今，鉦を担当していて，
時々「斐の川」という演目で稲田姫の役もいただ
いています。参加するようになった経緯は，ほ
とんどだまし討ちのような感じですね。インタ
ビューをしたりしている時，「先生，ちょっと練
習してみます？」とか言われて，私もちょっと
やってみたかったので，触ってみたんですね。そ
して，お祭りに行ったら，「あ，人いないな。出
てください。」とか言われて。でも，全然できな
いんですよね。今は相当練習したので，かなりで
きるんですけど，当時は全然わからなくて，最後
にもう１回余計にチャンって打ってしまって恥ず
かしい思いをしたりしたんですが，そのうちでき
るようになりました。これは支援とかじゃなくて，
行きがかり上そういう関係になったということだ
と思います。本当はこの部分だけをくわしく話し
たかったんですけど，決められたレールの上を
スーッと走らされているような，変な感じでした。
初めてやった時は人数が少なかったので，いきな
り１回目だったのに，私がずっと一人で鉦をして
いました。汗だくで，もうどうしようという感じ
でした。

そして，昨年の３月29日に「神上げ」で巡行が
終わった直後，神前で宮司さんが「橋本先生を神
楽衆にお迎えしたいと思います。」とおっしゃい
ました。神前なので「ちょっと考えさせてくださ
い。」なんて言って，罰が当たったりしたら怖い。
やっているうちにそう思うようになっていたんで
すね。最初のうちは手伝っていても，ちょっと隙
を見て，意地汚い研究者らしくカメラで撮影して
いました。でも，拝んでいる人がいっぱいいるん

です。私を拝んでいるわけではないんですが，一
応その一翼を担っているわけですよね。誰にも怒
られていないんですけど，何だか嫌だなと思って，
結局は撮影しなくなりました。というわけで，私
の今の最大の問題は記録がないということで，写
真すらなくなってしまったという状況です。こう
いう風に些細なことですし，１人やったところで
何にもならないのかもしれないのですけどね。

私は以前，『身体の構築学―社会的学習過程と
しての身体技法－』という本を友人たちと作った
のですが，その基礎となる議論として，ジーン・
レイヴとエティエンヌ・ウィンガーという認知人
類学者が提唱したコミュニティ・オブ・プラクティ
ス，実践共同体という概念に触れておきたいと思
います。地縁的な共同体，大地を占拠するような
共同体ではなくて，実践が作り出していく共同体
です。実践共同体は平たく言うと，歌舞伎だった
ら歌舞伎という実践があって歌舞伎のコミュニ
ティがある，壺作りの職人は壺作りという技術が
あって壺作りのコミュニティが形成される，とい
う逆転の発想です。実践がネットワークを作って
いくということですね。私はここから，演技の共
同体という概念を提示して，論文を書いたことが
あります。共同体として何か社会関係のように見
えることも，実際はその演技を可能にするため，
資源が効果的に配置される場を事後的にそう名付
けているのではないかと考えて，共同体を実践と
かパフォーマンスの側から，もう一回問い直して
いこうと思っていました。

実践共同体というのは，いわば徒弟制的な共同
体です。芸人が師匠のパンツを洗いながら，だん
だんうまくなっていくような，そういう古典的な
状況ですね。といっても今日，安定した徒弟制的
な社会というのは，なかなか成立しにくいです。
さんまとか鶴瓶とかみたいに全然違うところから
ポーンと有名になってしまったりすると，徒弟制
的な社会を信頼してそのプロセスに従属すること
は難しくなってきます。それが現代社会ですよね。
つまり複数の実践共同体の中で私たちは生きてい
るので，なかなかそういう安定した構造は見られ
ない。私たちは現代社会において，単一の実践共
同体に参加しているわけではないので，共同体同
士がオーバーラップする場所，共同体的な場にす
べからく参加しているということが言えると思い
ます。

私はその極端にグロテスクな形が震災で出てき
たと思っています。ロバート・D・パットナムが
提唱している社会関係資本は，ご存じの方も多い
と思うんですが，結束型と橋渡し型ということを
言っています。結束型は内側にギュッと凝縮して
いく，単一の古典的かつ閉鎖的なコミュニティで
しょうか。一方，橋渡し型はいろんな外部にネッ鵜鳥神楽と私
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トワークを伸ばしていくというコミュニティを想
定しています。私が何を言いたいかというと，震
災で人が減ってしまったため，必然的に新しい
ネットワークが生み出されているということです。

もともと川原祭組は排他的な結束型でした。当
たり前です。舵棒は絶対によその人間には触らせ
なかったわけです。ところが，今は私たちが舵棒
を回しています。追手門院大学の学生たちが主体
になってしまっています。本来的な共同体が破壊
されていると言ったら，まさにそうです。私も研
究者ですから，最初はずいぶん悩みました。自分
は何をしているんだろうと思ったんですけど，会
長さんがそれでも続けたいとおっしゃった時に，
私もそれで良いんだと思いました。会長さんはそ
の時，橋渡し型のいろんなネットワークを作るこ
とによって，より広いアイデンティティや互酬制
を生み出すような方向に展開していくことを考え
られたのだと思います。

言ってみれば，実践共同体は隔離された閉鎖的
な関係だと思うんですけど，それが拡張されて
いった時に，我々みたいに第三者が当事者と協働
して，共同体を作るっていう状況が生まれてきま
す。それは思想的な生き方ではなくて，そうせざ
るを得ない，追いつめられてそうなっているとい
うことですね。だから，永続的に続くものなのか，
一時的なもので揺り戻すのか，それは分からない
です。リーダーの考え方にも左右されるでしょう。
ですが，少なくとも今，そういう状況が生まれて
いるということは言えると思います。ある学生が
出席カードに「助けて下さい。」と書いて，川原
祭組と私のつながりが生まれて，今こういうこと
になっている。また，私が岩手県無形民俗文化財
に指定する過程に関わって，鵜鳥神楽と私のつな
がりが生まれて，今こういうことになっている。
そして，結局は鵜鳥神楽のメンバーになって鉦囃
子を担当しているわけです。みなさん，どうか鵜
鳥神楽にいらっしゃってください。私に聞いてい
ただけたら，スケジュールは全部お教えしますの
で，といった状況ですよね。

最後です。岡部さんも書評で触れてくださって
いるんですが，研究者としてのあり方を問い直す
べきだということについて，ここまででもうやめ
るべきだとかいう意見があるそうですが，懸田さ
んもおっしゃるように，ふざけるなと私も思いま
すね。徹底的にやらざるを得ない。もう関わって
しまった以上，途中でやめるわけにはいかないで
す。懸田さんだって，やらない方が良かったなと
思うこともあるかもしれません。私自身やらない
方が良かったなと思うこともあります。だってし
んどいですから。でも，やめるわけにはいかない。

だから，今回のシンポジウムに関する「研究の
現在」というテーマを考えた時も，私は「研究者

の現在」，あるいは研究を使いまわしてきたこと
を話すしかないわけです。これは研究で何をやっ
ているか，研究者として何ができるか，という話
ではなくて，研究者っていうことをどう使えるか。
研究するっていうことをどう利用していくかとい
うことですから，俵木さんとも接点があると思い
ます。今回のようなシンポジウムが企画されたと
いうことは，民俗芸能とは何かということをもう
一回問うていくような理論的な考察が求められて
いるということを意味しているのだろうと思うん
です。そして，懸田さんが最後に言ったように，
民俗芸能の研究とは何かということも突きつけら
れていると思うんですよね。答えは何もないです。
今後どうなるか。いつまで神楽をやるのか。えら
いことになったなと思っています。


